
沖
縄
に
あ
る
共
同
店
は
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
４
月
、
国
頭
村
の
奥
集
落
が
ム
ラ
の
共
同

事
業
経
営
と
し
て
は
じ
め
た
の
が
最
初
で
し
た
。
そ
の
後
、
近
隣
の
集
落
で
も
開
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
沖
縄
本
島
中
南
部
や
離
島
に
も
広
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
共
同
店
は
、
字
や
区
、

集
落
の
単
位
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
販
売
購
買
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
住
民
の
自
治
や

財
政
、
福
利
厚
生
、
情
報
発
信
な
ど
、
生
活
互
助
組
織
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
時
中
は
国
策
遂
行
の
観
点
か
ら
産
業
組
合
へ
統
合
さ
れ
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）

年
に
は
農
業
会
へ
吸
収
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
で
も
共
同
店
は
政
府
統
制
下
の
「
村
農
業
会
」
に

吸
収
さ
れ
、
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
恩
納
村
農
業
会
も
沖
縄
戦
に
よ
っ
て
な
く
な

り
ま
し
た
。

戦
後
、
生
活
物
資
は
米
軍
に
よ
る
配
給
で
賄
わ
れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
有
料
の
配
給
所
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
有
料
配
給
制
も
廃
止
さ
れ
る
と
、
各
自
治
体
で
は

有
料
物
資
配
給
所
を
共
同
店
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
商
店
が
増
加
し
、

ま
た
、
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
て
い
く
と
、
他
の
地
域
の
大
型
店
へ
出
向
く
こ
と
も
多
く
な
り
、

南
恩
納
、
太
田
、
喜
瀬
武
原
、
瀬
良
垣
の
共
同
店
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
村
内
に
は

現
在
も
経
営
が
続
け
ら
れ
て
い
る
共
同
店
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
字
誌
」
や
、「
民
俗
調
査
ノ
ー

ト
」
か
ら
村
内
の
い
く
つ
か
の
共
同
店
を
紹
介
し
ま
す
。
尚
、
地
域
に
よ
っ
て
「
共
同
店
」「
共

同
売
店
」
な
ど
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
共
同
店
」
で
統
一
い
た
し
ま
す
。

各
地
域
の
共
同
店

名
嘉
真
の
共
同
店
は
、
戦
前
、
住
民
の
持
参
し
た
薪
、
竹
束
な
ど
と
日
用
品
な
ど
の
物
々
交

換
や
、換
金
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
名
嘉
真
で
は
薪
が
、重
要
な
換
金
作
物
で
し
た
。

共
同
店
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
中
南
部
の
銭
湯
な
ど
に
薪
な
ど
を
売
り
に
行
き
、
区
民
の
生
活
を
支

恩納村史

編さん
だより

79

恩
納
村
の
共
同
店

え
て
い
ま
し
た
。

安
富
祖
の
共
同
店
は
、
１
９
２
７(

昭
和
２)

年
か
ら
始
ま
っ
た
青
年
団
の
節
酒
運
動
の
拠
点

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
酒
の
販
売
所
兼
青
年
会
館
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
終
戦
後
は
配
給
物

資
を
管
理
し
、
売
店
主
任
を
お
い
て
字
民
の
日
常
生
活
物
資
を
一
手
に
引
き
受
け
ま
し
た
。
一

時
期
は
、
区
長
給
与
な
ど
字
の
財
政
も
、
こ
の
共
同
店
の
収
益
金
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

終
戦
直
後
は
薪
木
運
搬
用
の
ト
ラ
ッ
ク
で
、
薪
木
や
竹
を
都
市
地
域
に
出
荷
し
て
、
税
を
と
っ

て
字
の
財
政
に
充
て
ま
し
た
。

瀬
良
垣
の
共
同
店
は
１
９
５
０
年
代
は
じ
め
ご
ろ
、
食
料
品
や
日
用
雑
貨
の
供
給
を
目
的
に

字
の
会
員
の
融
資
で
設
立
し
ま
し
た
。
会
員
の
中
か
ら
適
任
者
を
順
番
に
選
出
し
、
店
の
主
任

を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
店
を
担
当
す
る
人
材
難
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

個
人
商
店
の
開
業
な
ど
も
あ
り
廃
業
と
な
り
ま
し
た
。

太
田
で
は
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
、
配
給
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
経

営
の
共
同
店
を
設
立
し
ま
し
た
。１
９
６
３（
昭
和
38
）年
に
は
、国
道
沿
い
の
敷
地
を
購
入
し
て
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
新
築
し
ま
し
た
。
商
品
を
充
実
さ
せ
て
住
民
の
日
常
生
活
の

便
宜
を
図
り
、
ま
た
、
ラ
ン
プ
生
活
の
時
代
だ
っ
た
た
め
、
灯
油
も
販
売
し
ま
し
た
。
店
主
任

は
区
長
が
兼
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
６
４
（
昭

和
39
）
年
に
は
新
た
に
売
店
主
任
を
採
用
し
ま
し
た
。

恩
納
の
共
同
店
の
前
身
は
、
大
正
期
の
酒
販
売
店

に
起
因
し
ま
す
。
地
域
の
酒
販
売
が
、
字
恩
納
で
は

産
業
組
合
設
立
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
組
合
員
は
、

当
時
の
恩
納
区
域
と
南
思
納
区
域
の
家
庭
に
限
ら
れ

て
お
り
、
出
資
額
は
当
時
一
口
一
円
だ
っ
た
そ
う
で
、

貧
困
家
庭
は
加
入
で
き
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
し

か
し
組
合
は
し
だ
い
に
発
展
し
、
借
家
だ
っ
た
も
の

が
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
は
木
造
瓦
葺
の
建

物
が
現
在
の
恩
納
売
店
敷
地
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
、
農
業
団
体

統
合
法
案
が
帝
国
議
会
に
お
い
て
成
立
し
、
農
業
統

制
団
体
と
し
て
組
織
変
更
さ
れ
、
産
業
組
合
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
戦
後
は
米
軍
払
下

げ
の
コ
ン
セ
ッ
ト
（
組
み
立
て
式
か
ま
ぼ
こ
型
兵
舎
）
を
建
て
て
、
区
事
務
所
兼
配
給
所
を
置

き
ま
し
た
。
主
に
塩
・
メ
リ
ケ
ン
粉(

小
麦
粉)

・
粉
ミ
ル
ク
・
米
軍
野
戦
用
の
缶
詰
等
の
食
料

品
と
、
米
軍
放
出
物
資
の
落
下
傘
・
毛
布
・
軍
服
等
の
衣
料
品
が
無
償
で
配
給
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
は
区
の
事
務
所
と
配
給
業
務
が
分
離
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
の
配
給
所
主
任
と
職
員
の
給
料
は
村
役
場
か
ら
支
給
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
１

９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、
配
給
物
資
が
減
ら
さ
れ
は
じ
め
た
こ
ろ
、
恩
納
共
同
店
の
設
立
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。
恩
納
区
で
は
共
同
店
を
設
立
す
る
た
め
に
区
民
か
ら
出
資
金
を
募
り
、
生
活

必
需
品
と
配
給
物
資
を
取
り
扱
う
共
同
店
の
事
務
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
の
恩
納
共
同
組

合
の
組
織
は
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
（
HP
も
あ
り
ま
す
）。

南
恩
納
区
で
も
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、
南
恩
納
共
同
店
の
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
共
同
店

の
役
職
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
３（
昭
和
28
）年
に
は
精
米
所
が
共
同
店
に
統
合
さ
れ
、

区
民
の
日
常
雑
貨
全
般
を
賄
う
た
め
に
機
能
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
が
安
定
し

て
個
人
商
店
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
経

営
が
困
難
と
な
り
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
田
区
の
共
同
店
は
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初

期
に
現
在
の
公
民
館
入
口
に
設
置
さ
れ
、
字
民

の
株
組
織
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
商
品
は
主
に

酒
類
で
、
食
料
品
は
米
、
昆
布
、
ソ
ー
メ
ン
な

ど
で
し
た
。
日
用
雑
貨
は
マ
ッ
チ
、
線
香
、
ホ

ヤ
ラ
ン
プ
の
用
具
等
で
、
種
類
も
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
共
同
店
は
１
９
４
４
（
昭

和
19
）
年
度
頃
ま
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
影
響
で
食
糧
物
資
が
乏
し
く
な
り
、

ま
た
主
任
と
な
る
適
任
者
が
軍
人
、軍
属
等
の
召
集
を
受
け
た
た
め
、店
は
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
は
米
軍
の
配
給
を
分
配
す
る
業
務
を
経
て
、
１
９
５
１
年
に
共
同
店
が
発
足
し
ま
し
た
。

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
と
な
り
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、

現
在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。

真
栄
田
の
共
同
店
は
、
戦
後
、
地
域
の
相
互
扶
助
組

織
と
し
て
、
区
民
が
共
同
で
出
資
し
て
運
営
を
始
め
ま

し
た
。
売
店
に
は
生
活
に
必
要
な
日
用
雑
貨
や
食
料
品
、

お
酒
、清
涼
飲
料
、農
機
具
、文
房
具
、衣
類
、燃
料(

石

油)

、
木
炭
、
く
す
り
等
な
ど
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

共
同
店
の
利
益
は
自
治
会
の
運
営
費
と
し
て
役
立
て
、

地
域
の
行
事
や
教
育
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
利

益
配
当
と
し
て
、
株
主
に
配
当
金
を
支
払
う
形
で
運
営

し
ま
し
た
。
一
時
は
生
活
形
態
の
変
化
に
よ
っ
て
経
営

が
難
し
く
な
り
、
個
人
経
営
と
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
に
と
っ
て
共
同
店
は
必
要
不
可
欠
と
い
う
住
民
の
声
に
よ
っ
て
、
現
在
は
店
員

を
区
で
雇
用
し
て
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
同
店
は
地
域
の
環
境
や
事
情
、
産
業
や
行
事
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
共
同
店
か
ら
恩
納
村

の
地
域
の
歴
史
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
幸
喜
）

昭和30年代の太田区公民館・共同店

南恩納区共同店

旧山田共同店（1982年）

『
南
島
文
化
』
創
刊
号
１
９
７
９
年
　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所

『
恩
納
村
誌
』
１
９
８
０
年
　
恩
納
村
役
場

『
い
や
し
の
里
　
名
嘉
真
』
２
０
１
２
年
　
名
嘉
真
区

『
と
よ
む
あ
ふ
す
　
安
富
祖
字
誌
』
２
０
０
１
年
　
字
誌
「
と
よ
む
あ
ふ
す
」
編
集
委
員
会

『
恩
納
字
誌
』
２
０
０
７
年
　
字
恩
納
自
治
会

『
恩
納
村
字
大
田
区
　
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
１
９
９
６
年
　
五
十
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会

『
真
栄
田
誌
』
２
０
１
７
年
　
真
栄
田
区
自
治
会

『
南
恩
納
区
35
周
年
記
念
　
35
年
の
あ
ゆ
み
』
１
９
８
０
年
　
南
恩
納
区

『
共
同
店
も
の
が
た
り
』
２
０
０
７
年
（
株
）
伽
楽
可
楽

『
共
同
売
店
の
新
た
な
か
た
ち
を
求
め
て―

沖
縄
に
お
け
る
役
割
・
課
題
・
展
望―

』
南
島

文
化
研
究
所
叢
書
４
　
２
０
２
０
年
　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所

『
字
誌
山
田
』
２
０
１
９
年
　
字
山
田
区
自
治
会
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